
2023年9月20日　
WeSupport Family視察報告会



みなと子ども食堂の開催場所である増上寺にて

WeSupport Family視察報告会を実施しました。

支援団体（フードバンク・フードパントリー）、サポート企業、こども家庭庁、事務局

総勢50名が参加し、ひとり親世帯に寄り添う支援団体のお話に

参加者一同が想いを深める会となりました。

■実施概要



■開催日　：2023年9月20日（水）14：00～17：00

■目的　　：現場体験により支援団体・サポート企業の相互理解を深める

■プログラム：
《第一部》

　1．WeSupport Family活動概要説明

　2．フードバンク・フードパントリーの現状と課題報告

　　（みなと子ども食堂/埼玉フードパントリーネットワーク/立川みらい/東京こども応援団）

　3．食品支援報告（まい泉/デルタインターナショナル）

　4．官民連携プロジェクト「こどもの未来応援国民運動」に関する説明（こども家庭庁）

《第二部》　みなと子ども食堂フードパントリー視察

■実施概要



■支援団体　みなと子ども食堂

港区においても就学援助認定（貧困指標）は公立小学校（約16％）、

公立中学校（約31％）と数値は決して低くありません。

2016年1月に設立されたみなと子ども食堂はフードパントリー、

子ども食堂だけでなく、学習支援やイベントなど多岐に渡る活動を

行っています。

これまでは子どもたちに栄養バランスのとれた食事提供や

居場所作りに重きを置いていましたが、

最近は「経済格差＝教育格差＝体験格差」の課題に立ち向かう

新たな役割があると感じています。

子どもたちだけではなく、その眼はシングルマザーにも向けられ、

弁護士による法律相談もスタートしました。

みなと子ども食堂

理事長・弁護士　福崎　聖子様



当日投影資料（抜粋）



■支援団体　埼玉フードパントリーネットワーク

埼玉フードパントリーネットワークは埼玉県内で、

ひとり親世帯など子育て中で食品支援が必要な家庭約4,000世帯を対象に、食

品を無料で配付するフードパントリー活動を行っている団体の

ネットワーク（中間支援団体）です。

創立年の2019年は4団体でしたが、2023年５月には75団体まで

拡大しています。コロナ渦や物価高が深刻な状況を生んでいます。

食品は元より子ども靴や冷凍食品の配布など支援の幅を広げています。

埼玉フードパントリーネットワーク　

理事長　草場　澄江様



当日投影資料（抜粋）



■支援団体　立川みらい

立川みらいは1959年から立川市で

母子家庭の当事者同士の助け合いから始まった会で

「子どもたちのみらい・親たちのみらいが、笑顔あふれるものにしたい！」と願いな

がら活動をしています。

その支援（実現）に向けて、

食糧支援の他、メンタルケア、イベント開催、学習支援など

多岐に渡る活動を行っています。

みらい塾　

毎週土曜18：00～20：00　

小学3年〜高校3年対象

立川みらい様



当日投影資料（抜粋）



■サポート企業　井筒まい泉

まい泉では子ども食堂に、

カット端肉を用いた「まい泉SDGsカレー」やサンド、バーガーを

提供し、社会貢献活動として毎月社内報告をしています。

2023年8月、青山本店レストランに「まい泉こどもプロジェクト募金箱」を設置しま

した。

本社がある渋谷区の社会福祉協議会「子ども基金」や

WeSupport Familyの活動に役立てています。

井筒まい泉　広報グループ

西山　由香様



■サポート企業　デルタインターナショナル

デルタインターナショナルは、ナッツ・ドライフルーツの専門商社としてMVV（ミッ

ション・ビジョン・バリュー）を大切に活動を行っています。地域や社会とのつなが

りとしてWeSupport Family活動に

2022年から参画しています。

ナッツ・ドライフルーツの栄養価の観点からも

子どもたちの食育支援に役立てればと考えています。

また、みなと子ども食堂様への社員ボランティアを通して、

ひとり親家庭支援をより深く学ぶ姿勢で取り組んでいます。

デルタインターナショナル

藤井　エリカ様
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■こども家庭庁

こども家庭庁からは、こどもの相対的貧困率の変遷と共に

貧困対策に向けた官民連携プロジェクト

「こどもの未来応援国民運動」（こどもの未来応援基金、マッチング事業）の説明が

ありました。

▼詳細はこちら

こども家庭庁支援局家庭福祉課 　企画調整官

胡内　敦司様

https://kodomohinkon.go.jp/
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RCF　高井　知美

■事務局

オイシックス・ラ・大地　大熊　拓夢

当日投影資料（抜粋）



当日投影資料（抜粋）



・現場のお声が何より胸に刺さりました。理解しているつもりでしたが、支

援が必要な方たちの心の声、支援団体の過酷さを知り感じることができ

ました。また、こども家庭庁の活動はまったく知らなかったので、勉強に

なりました。もっともっと行政の活動を知る機会があるとよいなと思いまし

た。

・はじめて現場のリアルな声を聞き、想像以上のことが現実で起きている

ことが分かりました。登壇者の方々からも、この現状を知ってほしいとい

う熱い思いがとても伝わりました。企業として物資を提供するだけでなく、

現状の理解を深めていくことが大切だと感じました。寄付に関わる企業

や団体が相互理解のための交流の場を増やし、一体となり課題解決に

臨んでいくことが重要だと感じました。

・弊社としてどんな商品を寄付するべきか、商品寄付以外でどんな取り

組みができるのかを検討するとても良い機会になりました。協力企業の

意見交換会などありましたら参加させて頂きたいです。

■参加者の声



■お問い合わせ

ご意見、ご質問、ご支援に関するお問い合わせは

下記までご連絡ください。

 

 

✔　食品寄付や広報、活動全般について
WeSupport事務局 
（オイシックス・ラ・大地株式会社内）　
メール：wesupport@oisixradaichi.co.jp 
 

✔　資金寄付について
一般社団法人RCF　 
メール：info@rcf.co.jp 

mailto:wesupport@oisixradaichi.co.jp
mailto:info@rcf.co.jp
https://wesupport.jp/

